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1.概要（Summary） 

血糖値センサにおける測定精度を高めるためには、妨

害物質の影響を除かなければならない。このため、妨害

物質を検知するための補正電極が必要となる[1]。 

今回、センサ幅 350 mに複数のAu電極を配置し、こ

れら電極上に開口部を有した絶縁層を位置精度よく形成

可能かどうかの検証を行った。絶縁層材料には、生体適

合性のあるMICROCHEM社製の SU-8を用いた[2]。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スピンコーター、コンタクトマスクアライナ[MJB4] 

ドラフトチャンバー、UVオゾンクリーナー 

【実験方法】 

最初に Au 電極パターニング済の PET 基板の SU-8

に対する濡れ性改善および表面クリーニングのため、O2

流量 0.5 L/min、基板温度 40℃、処理時間 5 minの条

件にて UV オゾンアッシングを行った。その後、下記条件

にてスピンコートから露光・現像まで行い SU-8 絶縁層の

パターニングを実施した。 

◆スピンコート 

1st 5 secで 500 rpm  2nd 5 sec保持 

3rd 8 secで 3000 rpm  4th 22 sec保持 

◆ソフトベーク 

ホットプレート 温度 95℃ 時間 5 min 

◆露光 

露光量 375 mJ/cm2 

◆PEB 

1st 温度 65℃ 時間 1 min 

2nd 温度 95℃ 時間 3min 

◆現像(SU-8 developer) 

時間 5 min⇒液交換して 10 sec 

◆リンス 

IPA 時間 15 sec 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

SU-8パターニング後の顕微鏡観察像を Fig. 1に示す。

位置精度よく Au電極上に開口部が形成できていることが

わかる。断面観察の結果を Fig. 2 に示す。SU-8 の開口

部断面が逆テーパ形状になっている。開口部にはグルコ

ース濃度を検出するための試薬を形成するため、理想は

順テーパ形状となる。今後、露光条件を見直す必要があ

る。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 ・参考文献：[1]立間徹；計測と制御，36，8 (1997) 

         [2]川畑達央；表面技術，50，11 (1999) 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 1 Microscopic image after SU-8 patterning. 

Fig. 2 Cross-sectional image after SU-8 patterning. 


